
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 4 月 30 日(木) 

足立区立第十四中学校   

 校 長  渡邊 英晴 

 栄養教諭 庄司 梓 

   5 月号 

 

 新緑が目に鮮やかな季節となりました。子供たちは新しい環境にも 
慣れてきたようで、給食の準備や後片付けを協力してスムーズに進めて 
いる様子が見られます。新年度が始まって１か月がたちましたが、心や体に疲れが出
ていないでしょうか？ 朝なかなか起きられなかったり、日中ボーッとしたり、食欲
がないなど、気になる症状がある場合は、生活リズムを見直してみましょう。 
 

起きたら、 

朝日を浴びる 

朝食をよくかんで

食べる 

 

朝食後に、 
トイレへ行く
習慣をつけま
しょう。 
 

昼間は外で体を

動かす 

 

食事は決まった

時間に食べる 

 

早めに 

布団に入る 

 

寝る前に、ゲーム機
やスマホを 
見るのは 
やめま 
しょう。 

５⽉５⽇は、国⺠の祝⽇「こどもの⽇」ですが、
男の⼦の健やかな成⻑を祝う「端午の節句」でもあ
ります。節句と名のつく⾏事は他に、１⽉７⽇の
「⼈⽇の節句」、３⽉３⽇の「上⺒の節句」、７⽉７
⽇の「七夕の節句」、９⽉９⽇の「重陽の節句」が
あり、まとめて「五節句」と呼ばれます。 
中国から伝わった⾵習が⽇本独⾃の⾏事に変化し

たもので、⾏事⾷には、健康で幸せに暮らせるよう
にという願いが込められています。それぞれの節句
には、邪気（病気や災難を起こす悪い気）を払うと
される季節の植物が⽤いられているのも特徴です。 

こどもの日は「こどもの人格を重ん

じ、こどもの幸福をはかるとともに、

母に感謝する」日として定められてお

り、端午の節句とは異なる行事です。 

 

端午の節句は、男の子の健やかな成長と幸せ

を願う年中行事です。五月人形やこいのぼりを

飾り、ちまき、かしわもちなどを食べてお祝い

をする風習があります。 

もち米や団子をササの葉
などで包み、ゆでたり蒸した
りしたもの。中国から伝わっ
た行事に由来し、地域によっ
て味や形はさまざまですが、
西日本では主に円すい形の
甘いちまきが食べられてい
ます。もともとは、チガヤの
葉が使われたことから、ちま
きと呼ばれます。 

あん入りのもちをカシワ
の葉でくるんだもの。カシワ
は、新しい芽が出るまで古い
葉が木に残っていることか
ら、家が途絶えずに代々栄え
ていくようにとの願いが込
められています。カシワの代
わりにサルトリイバラの葉
を使う地域もあります。 

別名で「菖蒲の節句」ともいい、菖蒲を浮かべたお風呂
につかり、厄を払う風習もあります。 

５月は、春キャベツを使ったメニューや開校記念日のお祝い献立、アメリカの料理、セレクト給食を
実施予定です。楽しみにしていてください。 

給食は、栄養バランスのよい食事を通して、栄養の知識や食品の産地のほか、

地域の郷土料理や行事食などの食文化を学ぶことができます。また、みんなで 

協力して準備や片づけをしたり、一緒に食べたりすることで、正しい手洗いや 

配膳の方法、食器の並べ方、コミュニケーション能力などを身に付けることが 

できます。毎日の給食を教材として、望ましい食習慣について学びましょう。 


